


















College-centered Child-rearing Support Activities
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表１ 年度別 子育て支援活動開催実績
単位：親子１組
平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
開催回数 32回 50回 49回 30回
参加組数（人） 546 (1192) 2608 (5532) 2757 (5856) 1948 (4225)
１回の平均組数（人） 17.1 (37.3) 52.2 (110.6) 56.3 (119.5) 64.9 (140.8)
午前の平均 19.7 (44.2) 80.1 (169.8) 72.4 (153.3) 91.4 (194.9)
午後の平均 13.6 (28.5) 30.6 (65.1) 39.4 (84.3) 38.5 (86.8)
参加した子どもの年齢
０歳児 184 (28.9%) 561 (19.2%) 416 (13.5%) 319 (14.5%)
１歳児 315 (49.6%) 1574 (54.1%) 1590 (51.7%) 942 (43.0%)
２歳児 63 (9.9%) 663 (22.7%) 813 (26.4%) 688 (31.4%)
３歳児 73 (11.5%) 106 (3.6%) 233 (7.6%) 233 (10.6%)
４歳以上 1 (0.2%) 11 (0.4%) 18 (0.6%) 11 (0.5%)








































平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
開催回数 32回 50回 49回 30回
活動内容別 回（１回の平均組数±SD） 回（１回の平均組数±SD） 回（１回の平均組数±SD） 回（１回の平均組数±SD）
自由ひろば 22回（17.1±12.1） 45回（54.3±28.5） 43回（59.3±26.2） 34回（65.7±31.3）*1
育児講座 ５回（15.2±6.5） ２回（26.0±8.5） ３回（32.3±6.4） ４回（49.0±45.5）*2
親子サロン ５回（16.8±8.3） ３回（36.3±21.0） ３回（37.7±7.6） ２回（88.0±42.4）*3









平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
開催回数 32回 50回 49回 30回
母性看護学教員 105 (35.5) 206 (44.7) 103 (28.7) 41 (24.0)
地域看護学教員 18 (6.1) − − −
保育士(有償） 108 (36.5) 164 (35.6) 183 (51.0) 83 (48.5)
看護師（有償） 0 40 (8.7) 41 (11.4) 16 (9.4)
ボランティア（無償） 65 (22.0) 51 (11.1) 32 (8.9) 31 (18.1)
内訳 学生（再掲） 58 38 20 27
一般（再掲） 7 13 12 4
延べ人数 296 (100.0) 461 (100.0) 359 (100.0) 171 (100.0)
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育児中の親たちとどう接すればよいのかわかった 14.7 51.5 20.6 13.2 0.0
子育ての楽しさがわかった 26.5 51.5 14.7 2.9 2.9
子育中の親たちの気持ちがわかった 20.6 51.4 14.7 11.8 1.5
親たちの子育てについての悩みがわかった 25.0 44.1 13.2 16.2 1.5
子育ての大変さがわかった 51.5 36.8 8.8 2.9 0.0
親子のふれ合いが実感できた 54.4 33.8 8.8 1.5 0.0
子どもの発育が実際に理解できた 25.0 63.3 8.8 2.9 0.0
子どもの発達が実際に理解できた 27.9 55.9 14.7 1.5 0.0
子どもの年齢に応じた遊びがわかった 44.1 42.6 13.2 0.0 0.0
子どもにどう接すればよいのかわかった 26.5 61.8 8.8 2.9 0.0
子どもとふれ合うことができた 79.4 19.1 1.5 0.0 0.0
子どもをかわいいと感じた 85.3 11.8 2.9 0.0 0.0




























































・子育て支援におけるこのひろばの必要性がわかった 66.2 29.4 4.4 0.0 0.0
・親たちがこのひろばを必要としていると感じた 77.9 20.6 1.5 0.0 0.0
・このひろばが親たちの情報交換の場になっているとわかった 76.4 22.1 1.5 0.0 0.0
・このひろばが親たちの学び合う場になっているとわかった 55.9 41.2 2.9 0.0 0.0
・この活動について住民に広報の必要があると思った 64.7 29.4 4.4 1.5 0.0
・学内に広報の必要があると思った 51.5 33.8 11.8 2.9 0.0
『子育てひろばの意義に関すること』
・子育て支援に看護職者が関わる意義がわかった 38.2 51.5 5.9 4.4 0.0
・このひろばの育児相談の意義がわかった 35.3 51.4 11.8 1.5 0.0
・自治体の行う子育てひろばと大学のひろばの違いがわかった 11.8 58.8 19.1 10.3 0.0
・大学がこのひろばを開催することの意義がわかった 52.9 36.8 4.4 5.9 0.0
・大学と地域住民がひろばでつながっていると感じた 47.1 39.7 10.3 2.9 0.0
『子育てひろばに対する思い』
・ひろばで実習できてよかった 73.5 20.6 5.9 0.0 0.0
・この実習は将来の自分の子育てに役に立つと思った 50.0 36.8 8.8 4.4 0.0
・この活動を行っている大学のことを自慢したいと思った 54.4 33.8 10.3 0.0 1.5
・この活動を行っている大学の学生であることを誇りに思った 41.1 35.3 20.6 1.5 0.0
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